
 

 

 

 

 

 
 
 

～ 作文紹介 ～ 
 ６年生が「赤ちゃん先生」後に書いた作文を紹介します。 
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・今日は来てくださりありがとうございます。赤ちゃんと背のちがい、かみの毛、 

足の大きさ、歯の数、色々と教えてくださったおかげで、赤ちゃんとの違いが 

分かりました。赤ちゃん先生のうでは、むにぃむにぃできもちよかったです。 

初めてお会いするのに、会った時は泣かずお母さんとはなれると泣いていたけ 

れど、泣きやむのがすごいと思いました。３学期、待っています。お体には気 

をつけてください。 

・今日は、赤ちゃん先生の授業をしていただき、ありがとうございました。赤ちゃんの１日の過ごし方が

分かりました。赤ちゃんの手と比べたら、やっぱり赤ちゃんの手は小さいなと思いました。赤ちゃんで

もできることがたくさんあるんだなと思いました。今日、赤ちゃんを見て、とてもかわいいいなと思い

ました。あと、最後に手をふってるのがかわいいなと思いました。 

・今日はありがとうございました。小さい赤ちゃんとふれあうのは、ひさしぶりでドキドキしていました。

最初はおとなしかったけど、あとから泣きだしたから、どうしたらいいか分からなかったです。でも、

いろいろなことが知れました。ありがとうございました。 

・赤ちゃん先生を体験してみて、妹の小さいときを思い出しました。お母さんから「赤ちゃんはしゃべれ

ないから、いろいろためしてみるんだよ」と教えてもらって、大変だな、これを毎日しているお母さん、

お父さんはすごいなと思いました。赤ちゃんがきたときは泣いちゃってたけれど、お母さんのところで

ぎゅーってしてねたから、すごくかわいかったし、めっちゃお母さんのこと大好きなんだなーと思いま

した。今日は西神吉小学校に来てくれて、ありがとうございました～！！すごくたのしかったです！！ 

・今日、赤ちゃんとふれあって思ったことは、まず「かわいい♡♡」と思いました。赤ちゃんのママさん

がいろんな知識を教えてくれて、とてもおもしろかったです。やっぱり人とか動物の赤ちゃんがかわい

いのも分かるけど、やっぱり尊い命だからこそ、かわいいのだと思いました！ 

・今日は、赤ちゃんとふれあうきかいをくれて、ありがとうございました。私は赤ちゃんとふれあったこ

とがなかったけれど、今日、赤ちゃんとふれあえてよかったと思います。思っていたよりも大きくて、

重くてびっくりしました。私もこんなころがあったんだなって思いながら、親へのありがたみも知りま

した。赤ちゃんの成長をおうえんしています。 

・今日はありがとうございました。はずかしくて泣いているすがたも、とてもかわいかったです。赤ちゃ

んの１日の生活を知って、ほとんどねてて、深夜でも起きて授乳をしているのを知り、お母さんもたい

へんなんだなと思いました。今回の赤ちゃん先生をとおして、小さな命をもっともっと大切にしようと

思いました。お母さんたちの苦労を知ったので、もう一度お母さんに感謝しようと思いました。本当に

ありがとうございました！！ 

・今日は赤ちゃんについて教えてくださり、ありがとうございました。生まれてからもうすぐ一年がたつ

というのを聞いた時は、一年でこんなに大きくなるんだ！と思い、びっくりしました。そして、赤ちゃ

んの１日を見た時に、おふろに入るのが早いなあと思い、びっくりしました。あと、自分と赤ちゃんを

くらべた時、足がちっちゃいなとか手がちっちゃいなと思いました。改めて、本日はありがとうござい

ました。赤ちゃんが立派にせいちょうしますように。 

・ぼくはこの体験をして思ったことは、まずとにかく小さくて軽いということです。理由は、もう少し重

いかなと思ったけど、とても軽かったからです。２つ目に命があれば、世話をする人がいると改めて気

づかされました。これからは、親も助けていこうと思いました。本日は誠にありがとうございました。 

・わたしは、赤ちゃん先生をやって、おやっていだいなんだなって思いました。

本当にそんけいするなと、今日思いました。だからその分、大変で、いそが

しいけど、赤ちゃんがかわいくて、いろんなことががんばれるのかなと思い

ました。ふだん小さい子とのかかわりがあまりないので、泣いてしまった時

にどうすればいいかわからなかったので、子育てって大変だなって本当にそ

う思いました。しょうらい、私はどうなっているかわからないけど、とりあ

えずがんばろうと思いました。 


